
●参加費 1,000円 ●定員 50名
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JAUW東京支部講演会

●申込先 / 中⼭正⼦（⽀部講演会担当）

今井館 聖書講堂
講演会場（駒込 六義園の隣）

内村鑑三ゆかりの建物です。
内村鑑三は、柏⽊ (現新宿区北新宿) の⾃邸内に建てられた講
堂で終⽣聖書の真理を説き続けました。没後5年⽬ (1935年)
に、今井館は区画整理の対象となり、取り壊しの運命に直⾯、
弟⼦たちの奔⾛により⽬⿊区中根に移転。さらに2021年9⽉
に本駒込に移転し現在に⾄っています。

2023

メール件名は「6.24東京⽀部講演会」でお願いします。

Email : masako@c02.itscom.net
6月24日（土）

230228_ts

◉会員以外の⽅も参加可能です。
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主催一般社団法人大学女性協会東京支部

Tel /Fax : 045-541-2481

写真左︓淺川敏⽒撮影


